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【人口・世帯】〈９月１日現在〉
合計＝ 151,009人 （＋108）（ ）内は前月比
男 ＝ 74,840人 （＋ 50）
女 ＝ 76,169人 （＋ 58）
世帯＝ 54,236世帯 （＋ 71）
【予算】〈９月１日現在〉
一 般 会 計＝37,900,000千円
特別・企業会計＝31,808,435千円

市の人口と予算

き
ょ
う
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」。

市
で
は
お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝

う
「
市
敬
老
会
」
を
今
月
九
日
か

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

九
月
九
日
の
開
催
会
場
の
一
つ

の
長
崎
小
学
校
体
育
館
で
は
、
同

小
音
楽
部
か
ら
、
お
な
じ
み
の
童

謡
「
ふ
る
さ
と
」「
か
ご
め
か
ご
め
」

な
ど
の
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
演

奏
が
始
ま
る
と
曲
に
合
わ
せ
会
場

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
歌
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
曲
の
合
間

に
は
、
児
童
か
ら
い
つ
ま
で
も
元

気
で
い
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を

込
め
て
「
や
さ
し
い
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
贈
る
言
葉

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
題
し
た
作
文

が
朗
読
さ
れ
る
な
ど
、
お
年
寄
り

と
児
童
た
ち
と
の
心
温
ま
る
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
舞

踊
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
民
謡
な
ど
の

団
体
の
演
芸
も
披
露
さ
れ
、
会
場

か
ら
は
大
き
な
声
援
や
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
発
表
者
の
中
に
は

七
十
歳
を
超
え
る
高
齢
者
の
方
が

何
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
、
は
つ
ら
つ
と
踊
っ
た
り

歌
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

高
齢
の
方
の
中
に
は
、
年
を
と

っ
た
の
で
何
も
で
き
な
い
と
思
っ

て
い
る
方
や
、
家
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
ま
で

も
元
気
で
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か

な
人
生
を
送
る
た
め
、
も
う
一
度

自
分
の
得
意
分
野
で
活
動
し
た
り
、

何
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
も
っ
と
視
野

を
広
げ
る
意
味
か
ら
も
市
ゆ
う
ゆ

う
大
学
で
学
習
し
た
り
、
老
人
ク

ラ
ブ
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
に
加
入

す
る
な
ど
、
自
分
に
合
っ
た
活
動

を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。□問

高
齢
者
支
援
課
�
50
―

６
０

８
０高

橋
利
己
津
さ
ん（
江
戸
川
台
西
４

丁
目
在
住
）

体を動かすこと、外に出ることが大好きな高

橋さん。週３回グラウンドゴルフを楽しんでい

るそうです。

「グラウンドゴルフをしていて一番いいこと

は、仲間同士で困ったことや心配ごとを話して

解決できるところがいいです。」ことし84歳。毎

朝12キロの散歩を欠かしません。

「外に出て　仲間を作ろう！」

齢よ
わ
い

を
重
ね
て

人
生
ま
す
ま
す
充
実

ピンク、オレンジ…秋桜が見ごろとなりました
秋空に彩りを添えるコスモス。
地域の景観形成の向上に努めようと、休耕田
を利用して種をまいたコスモスが見頃となりま
した。
さわやかな秋風を受けながら、ぶらりと立ち
寄ってみてはいかがでしょうか。
□問農政課�50－６０８６

秋風に揺れるコスモス

初石駅 

江戸川台駅 

運河駅 

流山IC

料金所 

「
老
い
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

10
月
19
日
か
ら
全
7
回
で

「
老
い
と
わ
た
し
」
を
テ
ー
マ

に
十
月
十
九
日
か
ら
、
文
化
会
館

で
女
性
学
級
（
全
七
回
）
を
開
講

し
ま
す
。

誰
に
で
も
訪
れ
る
「
老
い
」。
た

だ
な
ん
と
な
く
老
い
を
迎
え
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
中
で
自
分
ら
し

く
生
き
て
い
く
に
は
ど
ん
な
こ
と

が
大
切
か
、
い
ま
、
ど
ん
な
力
を

身
に
つ
け
て
お
い
た
ら
い
い
の
か
。

地
域
で
支
え
合
え
る
老
後
と
は
…
。

み
な
さ
ん
で
語
り
合
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
日
程
・
会
場
は
左
表
参
照
。

▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住
の

成
人
の
女
性
（
連
続
受
講
で
き
る

方
）
／
40
人
（
先
着
順
）
※
公
開

講
座
の
み
の
受
講
可
・
別
途
60
人

（
先
着
順
）
▽
受
講
料
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
あ
す
16
日
か
ら
電
話
で

文
化
会
館
へ
※
２
歳
以
上
の
未
就

学
児
の
保
育
あ
り
（
先
着
10
人
・

要
予
約
）

□問
文
化
会
館
�
58
―

３
４
６
２

弁
護
士
の
福
島
瑞
穂
さ
ん
を
迎
え

文
化
会
館
で
講
演
会

テ
ー
マ
は
「
自
分
の
人
生
　
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」

10月６日（土）子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
小
・
中
学
生
の
保
護
者

の
方
や
家
庭
教
育
に
関
心
の
あ
る

方
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
る
家
庭

教
育
講
座
。

十
月
六
日
に
は
、
弁
護
士
と
し

て
家
族
問
題
や
人
権
問
題
な
ど
幅

広
く
パ
ワ
フ
ル
に
取
り
組
ん
で
い

る
福
島
瑞
穂
さ
ん
を
招
い
て
「
自

分
の
人
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
心
を

込
め
て
人
生
を
生
き
て
い
ま
す
か

…
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

こ
の
講
演
会
は
、
子
育
て
に
は

ま
ず
、
親
自
身
が
イ
キ
イ
キ
と
自

分
の
生
き
方
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
大
切
と
い
う
視
点
か
ら
行
わ
れ

る
も
の
で
、
市
内
五
公
民
館
の
合

同
事
業
。

あ
な
た
も
自
分
自
身
の
素
敵
な

生
き
方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
＝
10
月
６
日
�
９
時
30

分
（
開
場
）〜
▽
場
所
＝
文
化
会
館

▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

あ
す
16
日
か
ら
電
話
で
文
化
会
館

へ
※
２
歳
以
上
の
未
就
学
児
の
保

育
あ
り
（
先
着
10
人
・
要
予
約
）

□問
文
化
会
館
�
58
―

３
４
６
２

福島瑞穂さん

平
成
十
三
年
第
三
回
定
例

市
議
会
が
九
月
六
日
に
開
会

し
ま
し
た
。

今
回
提
案
さ
れ
て
い
る
主

な
議
案
は
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
の
補
正
予
算
の
ほ
か
、

平
成
十
二
年
度
の
決
算
認
定
、

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
二
十

件
で
す
。

（
関
連
記
事
を
2
面
に
掲
載
）

第
3
回
定
例
市
議
会

20
議
案
を
審
議
中

10月19日�
10:00～12:00
中央図書館

老いを語る

～暮らしから、家庭から

10月26日�
10:00～12:00
文化会館

介護その時

～老いの現実を語る

11月２日�
13:30～15:30
中央図書館

老いを支える社会保障

～年金制度を考える

11月９日�
13:30～15:00
文化会館

※公開講座　 老いと自立～

あなたは誰とどこで暮らしますか

11月16日�
10:00～11:30
文化会館

老いと向き合う

～心もからだもしなやかに

11月20日�・21日
�

10:00～12:00

市内特別養護老人ホーム

の施設見学

11月30日�
10:00～12:00
文化会館

老いを楽しむ

～これからのわたし・・・

［日　　　程］

女性学級

齢よ
わ
い

を
重
ね
て

人
生
ま
す
ま
す
充
実

舞
台
の
演
奏
や
演
技
に
見
入
る
参
加
者
の
皆
さ
ん

日時・会場 テーマ



市
政
の
一
般
報
告

【
平
成
12
年
度
に
お
け
る
行
財

政
改
革
の
実
施
状
況
と
新
行
財
政

運
営
シ
ス
テ
ム
構
築
の
進
捗
状
況
】

第
三
次
流
山
市
行
政
改
革
大
綱

お
よ
び
同
実
施
計
画
に
基
づ
く
平

成
十
二
年
度
に
お
け
る
行
財
政
改

革
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
実

施
予
定
二
十
七
項
目
の
う
ち
、
十

二
年
度
末
の
時
点
で
実
施
済
み
ま

た
は
実
施
中
の
も
の
は
、
各
種
団

体
事
務
局
の
あ
り
方
の
見
直
し
、

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
見
直

し
な
ど
二
十
一
項
目
、
一
部
を
実

施
し
た
も
の
が
使
用
料
・
手
数
料

の
見
直
し
の
一
項
目
で
、
実
施
予

定
に
対
す
る
実
施
率
は
約
七
十
八

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
二
年
度
の
算
定

可
能
な
経
済
効
果
は
、
歳
入
と
歳

出
を
合
わ
せ
て
、
七
億
七
千
五
百

十
九
万
円
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
新
行
財
政
運
営
シ
ス
テ

ム
構
築
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

事
務
事
業
単
位
の
評
価
体
系
を
整

理
、
基
幹
と
な
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
形
態
を
調
整
し
て
い
る
段
階
で

あ
り
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
い
、

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
厳
し
い
財
政
事
情

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
行
財

政
改
革
を
実
践
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
十
三
年
度
末
で
第
三
次
流
山

市
行
政
改
革
大
綱
の
取
り
組
み
期

間
が
終
了
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
当

面
は
、
現
状
の
姿
勢
を
堅
持
し
て

い
く
た
め
、
市
民
各
層
で
構
成
し

て
い
る
流
山
市
行
政
改
革
懇
話
会

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

来
年
度
以
降
を
推
進
期
間
と
す
る

新
た
な
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定

し
、
間
断
な
く
行
財
政
改
革
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

【
み
ど
り
園
の
食
中
毒
】

東
葛
中
部
地
区
総
合
開
発
事
務

組
合
が
運
営
す
る
知
的
障
害
者
更

生
施
設
「
み
ど
り
園
」
で
、
八
月

二
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
、
給
食

を
食
べ
た
百
六
十
九
人
の
う
ち
八

十
九
人
が
食
中
毒
症
状
を
起
こ
し

ま
し
た
。
患
者
の
検
便
か
ら
毒
素

原
性
大
腸
菌
〇-

六
が
検
出
さ
れ
た

た
め
、
食
品
衛
生
法
第
二
十
九
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
柏
保
健
所
か

ら
三
日
間
の
給
食
施
設
の
使
用
停

止
処
分
を
受
け
ま
し
た
。

幸
い
症
状
は
比
較
的
軽
く
、
現

在
は
全
員
が
回
復
し
て
い
ま
す
が
、

本
市
で
は
、
今
回
の
処
分
を
厳
粛

に
受
け
止
め
、
組
合
を
構
成
し
て

い
る
他
の
市
町
と
も
連
携
し
、
今

後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
】

痴
ほ
う
性
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
、
九
月
十
五
日
に
完
成
、

十
月
一
日
に
開
所
で
き
る
見
通
し

市
政
の
一
般
報
告

第３回
定例市議会

第
三
回
定
例
市
議
会
の
冒
頭
、
眉
山
市
長
は
、
十

一
項
目
に
つ
い
て
市
政
の
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
項
目
は
、「
平
成
十
二
年
度
に
お
け
る
行
財
政
改

革
の
実
施
状
況
と
新
行
財
政
運
営
シ
ス
テ
ム
構
築
の

進
捗
状
況
」「
み
ど
り
園
の
食
中
毒
」「
平
成
十
三
年

度
総
合
防
災
訓
練
」「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
」

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」「
新
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
整
備
事
業
お
よ
び
地
域
融
和
施
設
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
」「
流
山
有
料
道
路
」「
新
規
バ
ス

路
線
の
開
設
」「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
建
設
の
進
捗

状
況
」「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備
事
業
の
進

捗
状
況
」「
流
山
６
丁
目
寄
贈
地
の
整
備
事
業
」
に
つ

い
て
で
す
。
こ
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
要
約
し
て
紹

介
し
ま
す
。

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
流
山
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
利
用
す
る
た
め

に
、
流
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と

野
田
松
戸
有
料
道
路
を
結
ぶ
道
路

と
し
て
、
千
葉
県
道
路
公
社
が
主

体
と
な
り
流
山
有
料
道
路
が
建
設

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
市
土
地
開

発
公
社
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
地
区
を
開
発
す
る
も
の
と
し

て
、
七
億
八
千
万
円
を
負
担
し
て

い
ま
す
。

市
土
地
開
発
公
社
で
は
、
長
年

こ
の
七
億
八
千
万
円
を
資
産
勘
定

の
未
成
土
地
と
し
て
計
上
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
こ
の
状
態

を
解
消
す
る
た
め
、
流
山
有
料
道

路
の
側
道
を
年
次
計
画
で
買
い
取

る
予
定
で
す
。

【
新
規
バ
ス
路
線
の
開
設
】

現
在
、
東
武
鉄
道
株
式
会
社
で

は
、
江
戸
川
台
駅
東
口
か
ら
国
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
、
柏
駅

西
口
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
開
設
の
免

許
を
申
請
し
て
お
り
、
十
月
中
の

運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
路
線
は
、
江
戸
川
台
駅
東

口
か
ら
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
止
ま

り
の
系
統
と
、
江
戸
川
台
駅
東
口

か
ら
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
を
経
由

し
て
柏
駅
西
口
ま
で
至
る
二
系
統

で
運
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

【
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
建
設

の
進
捗
状
況
】

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
、
平

で
あ
り
、
す
で
に
、
要
介
護
認
定

を
受
け
た
十
五
人
の
高
齢
者
が
入

居
の
準
備
に
入
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
障
害
者
団
体
連
絡
協

議
会
が
、
六
月
に
本
市
で
初
め
て

の
精
神
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
ク
ロ
ー
バ
ー
初
石
」
を
開
設
し
、

現
在
、
五
人
の
障
害
を
持
つ
方
が

入
居
し
、
共
同
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
が
地

域
で
の
自
立
し
た
生
活
と
社
会
復

帰
の
促
進
の
た
め
、
こ
れ
ら
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
必
要
性
は
高
ま
る

と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

互
助
の
協
力
体
制
を
敷
き
な
が
ら
、

そ
の
実
現
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
】

今
回
の
定
例
会
で
同
事
業
の
経

費
を
予
算
計
上
し
、
ご
審
議
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

十
月
の
早
い
時
期
に
「
流
山
市
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
立
ち
上
げ
、
市
内
四
地
区
で
入

所
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
十

二
月
か
ら
の
活
動
開
始
に
向
け
て
、

会
員
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

同
事
業
は
、
子
育
て
の
援
助
を
行

い
た
い
人
と
育
児
の
援
助
を
受
け

た
い
人
か
ら
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

的
な
会
員
組
織
で
、
活
動
内
容
は
、

保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
学
校
お
よ

び
学
童
保
育
所
の
開
始
前
や
終
了

後
に
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
を
は

じ
め
、
保
育
所
な
ど
へ
の
送
迎
、

子
ど
も
が
軽
度
の
病
気
や
保
育
施

設
等
の
休
み
の
場
合
に
、
臨
時
的

に
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
な
ど
で

す
。【

新
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
事
業
お
よ
び
地
域
融
和
施
設
整

備
事
業
の
進
捗
状
況
】

（
仮
称
）
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
ご
み
焼
却
施
設
建
設
用

地
造
成
工
事
並
び
に
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
お
よ
び
ご
み
焼
却
施
設
建

設
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
関

し
て
は
、
八
月
二
十
一
日
、
二
十

二
日
の
市
議
会
臨
時
会
で
議
決
さ

れ
、
八
月
二
十
二
日
付
け
で
本
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

地
元
説
明
会
な
ど
で
の
貴
重
な
ご

意
見
、
ご
要
望
も
可
能
な
限
り
今

後
の
事
業
に
反
映
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

造
成
工
事
並
び
に
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
お
よ
び
ご
み
焼
却
場
建
設

工
事
の
施
工
は
、
今
後
、
地
元
住

民
等
で
構
成
す
る
協
議
会
を
設
置

し
、
周
辺
地
域
へ
の
影
響
の
回
避

や
安
全
対
策
に
最
大
限
留
意
し
、

万
全
を
期
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
融
和
施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
計
画
面
積
の
約
七
十
六
パ

ー
セ
ン
ト
の
用
地
取
得
が
先
の
市

議
会
臨
時
会
で
議
決
さ
れ
、
地
権

者
の
方
々
と
本
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
、
ご

同
意
を
い
た
だ
け
な
い
地
権
者
の

方
々
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を

尊
重
し
な
が
ら
誠
意
を
も
っ
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
地
域
融
和
の
施
設
整
備

に
つ
い
て
は
、
地
元
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
優
先
的
に
尊
重
し
な
が

ら
、
広
く
市
民
の
皆
様
の
意
見
も

求
め
、
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
流
山
有
料
道
路
】

常
磐
自
動
車
道
流
山
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
は
平
成
四
年
三
月
に
開

成
十
七
年
度
の
開
業
に
向
け
て
全

線
の
七
十
カ
所
で
工
事
が
進
め
ら

れ
、
平
成
十
三
年
六
月
末
に
は
、

工
事
着
手
率
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、
現
在
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野

線
南
流
山
駅
周
辺
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
南

流
山
駅
の
改
修
工
事
に
も
着
手
し

て
い
ま
す
。
駒
木
地
区
で
は
、
高

架
橋
工
事
が
進
み
、
部
分
的
に
高

架
橋
の
柱
部
分
が
立
ち
上
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
運
動
公
園
周
辺
地

区
お
よ
び
新
市
街
地
地
区
の
一
体

型
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
内
で

は
、
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に

か
け
て
、
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、

鉄
道
工
事
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
市
内
各
所
で
、
鉄

道
工
事
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
安
全
確

保
を
最
優
先
で
工
事
を
進
め
る
よ

う
鉄
道
建
設
公
団
に
強
く
要
請
し

て
い
き
ま
す
。

【
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線

整
備
事
業
の
進
捗
状
況
】

西
平
井
・
鰭
ケ
崎
地
区
で
は
、

区
画
整
理
の
工
事
工
程
に
合
わ
せ
、

七
月
二
十
六
日
に
二
回
目
、
八
月

二
十
九
日
に
三
回
目
の
仮
換
地
指

定
を
行
い
ま
し
た
。

木
地
区
で
は
、
九
月
三
日
に
鉄

道
用
地
の
未
指
定
部
分
の
仮
換
地

指
定
を
行
い
ま
し
た
。

運
動
公
園
周
辺
地
区
で
は
、
六

月
十
八
日
に
二
回
目
の
仮
換
地
指

定
を
行
い
、
さ
ら
に
、
新
市
街
地

地
区
で
も
、
七
月
三
十
一
日
に
四

回
目
の
仮
換
地
指
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
平
成
十
七
年
度

鉄
道
開
業
に
向
け
た
諸
準
備
が
各

地
区
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
流
山
６
丁
目
寄
贈
地
の
整
備

事
業
】

流
山
六
丁
目
寄
贈
地
は
、
画
家

の
故
笹
岡
了
一
さ
ん
お
よ
び
画
家

で
歌
人
の
故
秋
元
松
子
さ
ん
の
ご

遺
族
の
秋
元
由
美
子
さ
ん
か
ら
、

社
会
教
育
施
設
と
し
て
役
立
て
て

欲
し
い
と
寄
贈
を
受
け
た
も
の
で
、

流
山
六
丁
目
五
百
六
十
二
番
地
の

二
に
、
千
百
四
十
六
・
二
七
平
方

メ
ー
ト
ル
の
土
地
と
延
べ
床
面
積

九
十
四
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
木

造
瓦
棒
葺
一
部
二
階
建
て
の
ア
ト

リ
エ
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
十
月
初
旬
の
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
、
七
月
か
ら
施
工
し
て
き

た
ア
ト
リ
エ
の
補
修
工
事
は
既
に

終
了
し
、
現
在
、
外
溝
工
事
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

名
称
は
、「
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明

（
れ
い
め
い
）」
と
し
ま
し
た
。

一般報告をする市長

工事が進む南流山駅周辺

補
修
工
事
が
終
了
し
た
「
杜
の
ア
ト

リ
エ
黎
明
」

平成13年９月15日（土曜日） （２）第１００２号

10月１日オープン予定のグループ
ホーム「わたしの家」
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今月は28日に
▽日時＝９月28日�12時

15分～▽場所＝市役所市民

ギャラリー▽テーマ＝～歌

唱会～秋風に抱かれて▽曲

目＝赤とんぼ、村祭り、里

の秋ほか▽出演＝村川典子

（お話）、池田浩子（歌）、名

倉扶季（ピアノ）

□問社会教育課�50－６１

０６

講
座
・
講
演

★
お
父
さ
ん
の
た
め
の
体
力
ア

ッ
プ
講
習
会
（
お
母
さ
ん
も
可
）

仕
事
の
あ
と
に
ス
ト
レ
ッ
チ
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程
＝
10
月
４
日
〜
12
月
６

日
の
毎
週
木
曜
（
全
10
回
）
▽
時

間
＝
19
時
〜
20
時
30
分
▽
場
所
＝

流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
▽
定

員
＝
50
人
（
先
着
順
）
▽
申
し
込

み
＝
あ
す
16
日
か
ら
電
話
で
社
会

体
育
課
へ

□問
社
会
体
育
課
�
59
―

１
２
１

２
★
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
講
座

▽
日
程
＝
①
草
木
染
め
…
９
月

25
日
〜
12
月
18
日
の
火
曜
（
全
９

回
）
②
ヘ
ル
ス
ボ
ー
ル
と
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
…
９
月
27
日
〜
11
月
22

日
の
毎
週
木
曜
（
全
９
回
）
▽
時

間
＝
い
ず
れ
も
18
時
50
分
〜
20
時

50
分
▽
場
所
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住
・

在
勤
の
方
／
各
20
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料
＝
無
料
（
教
材
費
な
ど

は
自
己
負
担
）
▽
申
し
込
み
＝
あ

す
16
日
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
窓
口
へ

【
各
種
サ
ー
ク
ル
会
員
も
募
集
】

▽
サ
ー
ク
ル
／
活
動
日
＝
①
華

道
（
草
月
流
）
／
第
２
・
４
水
曜

②
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
／
毎
週
火
曜
③

料
理
Ａ
／
第
３
月
曜
④
料
理
Ｂ
／

第
２
・
４
木
曜
⑤
写
真
／
第
２
火

曜
・
第
３
日
曜
⑥
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
／
第
１
・
３
・
４
火
曜
、
第
２

水
曜
⑦
着
付
け
／
第
１
・
３
水
曜

⑧
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
／
第

１
・
３
月
曜
⑨
気
功
太
極
拳
／
第

１
・
２
・
３
水
曜
⑩
フ
ラ
メ
ン

コ
／
第
１
・
３
金
曜
⑪
社
交
ダ
ン

ス
／
月
４
回
木
曜
⑫
男
の
料
理
／

第
２
・
４
金
曜
⑬
ス
ペ
イ
ン
語
／

月
４
回
月
曜
⑭
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ

ー
／
毎
週
水
曜
▽
時
間
＝
18
時
50

分
〜
20
時
50
分
（
一
部
を
除
く
）

※
月
会
費
、
教
材
費
な
ど
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

□問
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�
59
―

０
７
９
８
（
月
〜
金
曜
13
時
〜
20

時
、
土
・
日
曜
９
時
〜
16
時
）

県
生
涯
大
学
公
開
講
座

▽
日
時
＝
11
月
６
日
�
10
時
〜

15
時
▽
場
所
＝
松
戸
市
民
劇
場

（
松
戸
市
）
▽
テ
ー
マ
／
講
師
＝
午

前
…
高
齢
者
の
社
会
参
加
／
市
川

榮
太
郎
さ
ん
（
千
葉
い
の
ち
の
電

話
理
事
）
午
後
…
Ｉ
Ｔ
革
命
の
現

況
／
日
下
部
貢
一
さ
ん
（
放
送
大

学
千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー
）
▽
対

象
／
定
員
＝
県
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
方
／
１
５
０
人
（
先
着
順
）

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
11
月
６
日
松
戸
市
民
劇
場
」、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

過
去
に
生
涯
大
学
校
へ
入
学
申
し

込
み
し
た
か
の
有
無
（
返
信
用
に

も
あ
て
名
）
を
明
記
し
、
10
月
23

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７

１
―

０
０
９
４
松
戸
市
上
矢
切
２

９
９
―

１
千
葉
県
生
涯
大
学
校
東

葛
飾
学
園
浅
間
台
校
舎
事
務
局
へ

□問
同
学
園
�
０
４
７
―

３
６
８

―

１
７
９
６

生
き
生
き
成
人
塾
「
陶
芸
体
験
」

▽
日
時
＝
10
月
６
日
�
10
時
〜

16
時
、
20
日
�
14
時
〜
16
時
▽
場

所
＝
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

（
柏
市
）
▽
対
象
／
定
員
＝
両
日
参

加
で
き
る
方
／
20
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
＝
１
５
０
０
円
▽
持
ち

物
＝
作
業
服
、
エ
プ
ロ
ン
▽
申
し

込
み
＝
９
月
21
日
〜
30
日
に
電
話

で
県
立
流
山
青
年
の
家
へ

□問
県
立
流
山
青
年
の
家
�
59
―

２
０
０
４

東
京
理
科
大
学
公
開
講
座

▽
日
程
＝
10
月
２
日
〜
12
月
18

日
の
火
曜
（
全
12
回
）
▽
時
間
＝

18
時
30
分
〜
20
時
▽
場
所
＝
東
京

理
科
大
学
（
野
田
市
）
▽
定
員
＝

40
人
（
先
着
順
）
▽
テ
ー
マ
＝
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
参
加
型
ま

ち
づ
く
り
研
究
▽
受
講
料
＝
２
０

０
０
０
円
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

東
京
理
科
大
学
生
涯
教
育
セ
ン
タ

ー
へ□問

同
セ
ン
タ
ー
�
0
3
―

３
２

６
７
―

９
４
６
２

歴
史
講
座
「
利
根
川
水
運
」

▽
日
時
＝
10
月
21
日
�
13
時
30

分
〜
▽
場
所
＝
県
立
関
宿
城
博
物

館
（
関
宿
町
）
▽
定
員
＝
20
人

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
利
根
川
水
運

に
つ
い
て
の
解
説
▽
受
講
料
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
９
月
21
日
か
ら

電
話
で
県
立
関
宿
城
博
物
館
へ

□問
県
立
関
宿
城
博
物
館
�
96
―

１
４
０
０

★
一
茶
双
樹
記
念
館
邦
楽
コ
ン

サ
ー
ト

秋
の
美
し
い
日
本
庭
園
を
眺
め

な
が
ら
、
和
楽
器
の
調
べ
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
毎
回
好
評
の

邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
を
一
茶
双
樹
記

念
館
で
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
６
日
�
16
時
〜

▽
場
所
＝
一
茶
双
樹
記
念
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
民
（
小
・
中
学
生

は
保
護
者
同
伴
）
／
60
人
（
先
着

順
）
▽
曲
目
＝
嵯
峨
の
秋
、
十
六

夜
日
記
、
薫
る
花
、
朝
風
ほ
か
▽

演
奏
＝
市
邦
楽
三
曲
会
▽
入
場

料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

一
茶
双
樹
記
念
館
へ

□問
一
茶
双
樹
記
念
館
�
50
―

５

７
５
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

▽
試
験
日
＝
11
月
25
日
�
▽
場

所
＝
日
本
大
学
生
産
工
学
部
津
田

沼
校
舎
（
習
志
野
市
）
▽
願
書
配

布
＝
市
消
防
本
部
予
防
消
防
課
、

消
防
署
、
各
分
署
で
９
月
下
旬
か

ら
配
布
▽
受
験
申
し
込
み
＝
10
月

１
日
〜
４
日
（
９
時
〜
16
時
30
分
）

に
消
防
本
部
予
防
消
防
課
へ
※
受

詩吟無料体験（誠心吟道会主催）＝①９月19日�・26日

�13時30分～15時30分②９月22日�10時～12時。いずれも

江戸川台東自治会館□問岡崎�52－０８８４

市民ダンスパーティー（東葛市民ダンスサークル主

催）＝９月22日�18時～21時、南流山センター。当日受け

付け、参加費500円□問原�53－２０３３

江戸川八十八ヶ所霊場を歩いて巡拝する会＝①９月23日

�10時～12時30分（旧新川コース）②10月６日�８時～12

時30分（区画整理施行区域内）。いずれも当日受け付け、初

石公民館前集合□問中村�54－１３６２

俳句作品展示会（市俳句協議会主催）＝９月26日�～10

月10日�９時～16時30分、市立博物館。入場無料□問田島�

45－４６０１

第10回名陶会作品展（名陶会主催）＝９月29日�～30日

�10時～16時、松ケ丘自治会館。入場無料□問大内�44－３

５８２

親子リズム教室（子どもの家わらしこ主催）＝10月６日

�・13日�９時30分～11時30分、子どもの家わらしこ。定

員20人、参加費無料□問子どもの家わらしこ�50－２６５４

日本舞踊藤結会発表会（日本舞踊藤結会主催）＝10月７

日�13時～15時、初石公民館｡入場無料□問藤間�54－１６７

７

★印のあるものは市主催のものです 

資
格
・
求
人

施
策
会
議
傍聴可

映
画
・
公
演

①ファミリーコンピュータ

ーのカセット＝無料②ゲー

ムボーイ本体とカセット＝無料③大人用剣道防具

一式（２組）＝格安④ワープロ＝3000円

【今回の掲載品を希望する方】
官製ハガキに番号、品名、住所、氏名、電話番号を明
記して、24日までにコミュニティ課へ。25日に抽選を行
い、提供者から当選者に連絡が行きます。交渉は当事者
間で行い、結果を同課へ報告いただきます。
【次回の掲載を希望する方】
往復ハガキ（１人２点まで）に品名、希望価格（３,000
円以下）などを記入し、24日までに同課へ申し込みくだ
さい。
【申し込み・問い合わせ】
〒270－0192流山市役所コミュニティ課消費生活係�
50－６０７６

①ベビー用湯たんぽ＝500円

②手動式搾乳器 ＝500円③

コンビどこでもメリー＝500

円④大人用三輪自転車＝3000円⑤エレクトーン＝

無料⑥Ａ型ベビーカー＝1000円⑦Ｂ型ベビーカ

ー＝3000円⑧トレーニングジムマシーン＝3000円

⑨ワープロ（東芝ルポ）＝3000円⑩マッサージチ

ェア＝3000円�ゴルフパター練習器（室内用）＝

1000円�ボストンバッグ＝500円�回数計付折り

畳みエアーウオーカー＝3000円�Ａ型ベビーカ

ー＝500円�女児服１箱（90～95㎝）＝2500円�女

児服１箱（100～110㎝）＝2000円�ベビーベッ

ド＝3000円�Ｂ型ベビーカー＝3000円	ダイヤブ

ロック＝無料
ぬいぐるみ数点＝無料

������������������
������������������善意用品交換セール

イ　ベ　ン　ト
吟行会（県俳句作家協会主催）＝９月16日�10時、東深

井福祉会館集合。参加費1000円。３句を投句□問増山�52－

１８３７

秋まき草花（キンギョソウ、エリシマム）の種の無料配

布（ロベリア会主催）＝９月16日�10時～※雨天時は23日

�、文化会館および初石公民館□問岡崎�53－２０２５

このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報
課、各公民館、南流山センター、森の図書館、各
福祉会館、市民総合体育館にある掲載申込書に必
要事項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イ
ベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出
を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、
開催日時・場所、問い合わせ先です。また、内容
の確認は当事者間でするようにお願いします。
□問秘書広報課�50－６０６３

市民伝言板

常磐自動車道測定結果（平成13年７月）

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間
�連続した3ヵ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた
日数）
日平均値が0.10�／�を超えた日が２日以上連続したことの有無

項　　目

�騒音

�NO2


SPM

�日平均
交通量

若葉台

時　間 48 85 機器調整中 6

西初石 東初石 青　田

日 0（0） 0（0） 1（0） 0（0）

有　無 無 無 無 無

上　り

47,742台 49,076台 96,818台

下　り 合　計

験
者
を
対
象
に
講
習
会
（
希
望
者

の
み
、
受
講
料
３
５
０
０
円
）
を

10
月
19
日
�
に
松
戸
市
民
会
館
で

開
催
。
受
講
申
し
込
み
は
受
験
申

し
込
み
と
同
じ
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★
行
政
改
革
懇
話
会

▽
日
時
＝
９
月
27
日
�
14
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
▽

内
容
＝
行
政
改
革
の
重
点
事
項
に

つ
い
て
ほ
か

□問
行
政
管
理
課
�
50
―

６
０
６

５

「事業所・企業統計調査」にご協力を
10月１日、全国一斉に「事業所・企業

統計調査」が行われます。この調査は、

国や都道府県、市町村などがさまざまな

施策や計画立案をするための基礎資料と

なるものです。

９月下旬から調査員が各事業所に伺い

ますので、ご協力をお願いします。

□問企画調整課�50－６０６４

選挙人名簿の
登録者数を発表

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
九
月
一
日
現
在
の

選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数
は
、
十
二
万
六
百

四
人
（
前
回
比
二
百
四
人
増
）
で
す
。

男
女
別
で
は
、
男
性
が
五
万
九
千
六
百
六

十
一
人
、
女
性
が
六
万
九
百
四
十
三
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
登
録
者
数
の
発
表
は
、
正
確
な
有
権

者
数
を
把
握
す
る
た
め
、
年
四
回
行
っ
て
い

ま
す
。

□問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�
50
―

６
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（３） 平成13年９月15日（土曜日） 第１００２号
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「広報ながれやま」は 
古紙配合率100％再生紙を 
使用しています 
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江戸川河川敷で10月13日に開催するガレージセールの出店者を、今月21
日まで募集します。
このガレージセールは、ごみの減量や資源の有効利用を目的に開くもの
で、出店者が自分で品物を持ち込み、値段を決めて販売してもらうもので
す。
▽日時＝10月13日�９時～14時（雨天の場合は、10月20日�に順延）▽
場所＝江戸川河川敷多目的広場▽出店対象＝市内在住者（商業者の出店は
不可）▽募集出店数＝２５０店（抽選・当選者には申請書等を９月29日ご
ろまでに郵送）▽出店料＝無料▽出品できるもの＝書籍、衣類、おもちゃ、

電化製品等の日常生活用品※食
料品や動物は不可▽申し込み＝
官製ハガキに「ガレージセール
出店希望」、住所、氏名（フリ
ガナ）、電話番号を明記し、９
月21日（必着）までに、
〒２７０－０１９２流山市役所
リサイクル推進課へ※電話や重
複申し込みは不可
問□リサイクル推進課�50－６

０８４

ず
れ
の
火
災
も
給
油
す
る
前
に
自

動
車
の
給
油
口
の
キ
ャ
ッ
プ
を
緩

め
た
際
に
、
噴
出
し
た
ガ
ソ
リ
ン

蒸
気
に
引
火
し
た
も
の
で
す
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
給
油
す

る
と
き
に
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

最
近
、
市
内
で
も
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
セ
ル
フ
式
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
。

こ
の
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
静
電

気
が
原
因
と
見
ら
れ
る
火
災
が
全

国
で
二
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
い

し
て
く
だ
さ
い
。

①
給
油
前
に
は
、
必
ず
自
動
車

の
ド
ア
や
窓
を
閉
め
る
②
静
電
気

を
除
去
す
る
た
め
、
給
油
作
業
前

に
は
、
必
ず
自
動
車
の
金
属
部
分

に
触
れ
る
③
給
油
作
業
は
、
必
ず

一
人
で
行
う
④
給
油
口
付
近
に
子

ど
も
が
近
づ
か
な
い
よ
う
に
注
意

す
る
⑤
そ
の
他
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
内
に
掲
示
し
て
あ
る
注
意
事
項

を
守
る

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
の

給
油
作
業
は
要
注
意
！

給
油
に
は
細
心
の
注
意
を

気
を
付
け
よ
う
！
消
火
器
の
訪
問
点
検

契
約
は
、
内
容
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら

幅
広
い
テ
ー
マ
で
意
見
を
発
表

今
月
29
日
に
青
少
年
主
張
大
会

事
業
所
に
設
置
し
て
あ
る
消
火

器
を
不
適
正
に
点
検
し
た
り
、
高

額
な
点
検
手
数
料
を
請
求
す
る
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
最
近
発
生
し
て

い
ま
す
。
そ
の
手
口
を
紹
介
す
る

と
、「
〇
〇
日
、
点
検
に
伺
い
ま
す
」

な
ど
と
言
っ
て
出
入
り
業
者
で
あ

る
こ
と
を
装
っ
て
、
関
係
者
を
信

用
さ
せ
、
点
検
の
承
諾
を
得
る
と

事
業
所
内
の
消
火
器
を
集
め
、
点

検
の
理
由
付
け
を
し
て
契
約
書
を

作
成
し
ま
す
。
応
対
し
た
所
員
は
、

出
入
り
業
者
と
勘
違
い
を
し
て
い

る
た
め
、
契
約
書
の
内
容
を
確
認

し
な
い
で
署
名
・
押
印
を
し
て
し

ま
う

―
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す

る
た
め
に
は
、
納
得
の
い
く
説
明

を
求
め
た
り
、
契
約
内
容
を
よ
く

確
認
す
る
な
ど
し
て
安
易
に
署

名
・
押
印
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
予
防
消
防
課
�
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縄
文
人
の
主
食
は
、
ト
チ
、
ド

ン
グ
リ
、
ク
ル
ミ
等
の
木
の
実
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
副
食
に
は

何
を
食
べ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

手
が
か
り
が
、
市
内
の
貝
塚
に
残

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
貝
塚
に
は
多

量
の
ハ
マ
グ
リ
、
ア
サ
リ
、
サ
ル

ボ
ウ
、
ハ
イ
ガ
イ
、
カ
キ
、
ア
カ

ニ
シ
な
ど
の
貝
殻
が
見
ら
れ
ま
す
。

海
か
ら
二
十
キ
ロ
も
離
れ
た
流
山

に
、
な
ぜ
、
畑
一
面
が
白
く
見
え

る
ほ
ど
の
貝
殻
が
残
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

貝
塚
に
は
、
貝
殻
に
混
じ
っ
て
、

多
く
の
縄
文
土
器
の
破
片
が
目
に

つ
き
ま
す
。
多
量
の
貝
は
、
縄
文

人
が
海
か
ら
採
集
し
て
き
た
の
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
量
か
ら

食
料
と
し
て
採
集
し
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

貝
は
、
特
別
な
技
術
も
い
ら
ず
、

比
較
的
安
全
に
採
集
で
き
る
の
で
、

女
性
や
子
ど
も
、
老
人
に
も
簡
単

に
多
量
に
集
め
ら
れ
る
食
料
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
縄
文
人
に

と
っ
て
貝
は
、
い
つ
で
も
容
易
に

採
れ
、
一
定
の
量
を
期
待
で
き
る

重
要
な
食
料
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。多

量
に
採
集
さ
れ
た
貝
の
一
部

は
、
干
し
貝
に
加
工
さ
れ
、
保
存

食
や
調
味
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

貝
塚
の
多
量
の
貝
殻
に
混
じ
っ

て
、
魚
や
鳥
、
獣
類
の
骨
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
魚
は
、
ク
ロ
ダ

イ
、
マ
ダ
イ
、
ス
ズ
キ
、
フ
グ
、

エ
イ
、
ア
ジ
、
サ
ヨ
リ
な
ど
が
、

鳥
は
、
カ
モ
や

キ
ジ
の
骨
、
獣

類
は
、
イ
ノ
シ

シ
や
シ
カ
が
多

く
タ
ヌ
キ
や
サ

ル
の
骨
も
見
ら

れ
ま
す
。
珍
し

い
も
の
で
は
、

カ
ニ
の
ハ
サ
ミ
、

ウ
ミ
ガ
メ
の
甲

羅
、
ク
ジ
ラ
の

脊
椎
骨
な
ど
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

動
物
も
、
縄
文
人
の
食
料
と
し
て

消
費
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
だ
け
多
種
の
動
物
を
捕
ら

え
る
に
は
、
優
れ
た
狩
り
の
技
術

と
動
物
や
自
然
環
境
に
対
す
る
豊

富
な
知
識
が
必
要
で
す
。

縄
文
人
は
、
優
れ
た
漁
師
の
資

質
を
持
っ
た
、
自
然
環
境
に
敏
感

な
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
だ
っ
た
よ
う
で

す
。

〈
社
会
教
育
課
・
学
芸
員
〉

リサイクルを考えた市民イベント

ガレージセールの出店者募集
申し込みは今月21日までに

「
信
号
ム
シ
　
あ
な
た
の
心
に
い
ま
せ
ん
か
？
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
今
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
、
全
国
一
斉
に
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で
も
あ
り
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
警
察
署
、

交
通
安
全
協
会
な
ど
と
協
力
し
、
街
頭
啓
発
を
す

る
と
と
も
に
交
通
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
ま
す
。

運
動
の
重
点
目
標
は
、
①
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

着
用
の
徹
底
③
信
号
や
速
度
の
遵
守
な
ど
安
全
運

転
の
徹
底
④
夜
間
事
故
の
防
止

―
で
す
。

□問
生
活
安
全
課
�
50
―

６
０
７
８

日
ご
ろ
青
少
年
が
考
え
て
い
る

抱
負
や
意
見
な
ど
を
発
表
す
る

「
青
少
年
主
張
大
会
」
を
今
月
二
十

九
日
に
開
き
ま
す
。

当
日
は
、
中
学
生
や
高
校
生
が

友
だ
ち
関
係
や
家
族
、
平
和
、
未

来
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て

意
見
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
の
青
少
年
海
外
研
修
派
遣
者

の
体
験
発
表
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
会
場
へ
は
誰
で
も
入
場

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
９
月
29
日
�
14
時
〜

▽
場
所
＝
文
化
会
館

□問
青
少
年
課
�
50
―

６
１
０
７

私
た
ち
の
意
見
を
聞
い
て
・
・
・

実際に手にとって本を読んでみよう

うたとかたりのブック・トークを開催
子どもに楽しく本を手にとってもらうには…。本の内容をい
かに魅力的に説明するのか…等そんな疑問について、児童文学
者の山花郁子さんが答えてくれます。
▽日時＝10月４日�13時30分～15時30分▽場所＝文化会館▽
テーマ＝「うたとかたりのブック・トーク」▽講師＝山花郁子
さん（児童文学者）▽定員＝80人（先着順）▽入場料＝無料▽
申し込み＝あす16日９時から電話で中央図書館へ
問□中央図書館�59－４６４６

実戦消防操法大会
今月30日に文化会館駐車場で
地域住民の暮らしと安全を守る市消

防団の「実戦消防操法大会」が９月30
日、文化会館駐車場で行われます。
当日は、23の消防分団が日ごろの訓

練の成果を発揮します。
皆さんの応援をお願いします。
日　時 ９月30日�９時～
場　所 文化会館駐車場
問□消防総務課�58－０１１９

～赤ちゃんと楽しむ絵本の紹介～
▽日時＝10月12日�10時30分～11時30分▽場所＝南流山

分館▽対象/定員＝妊婦と１歳半までの乳幼児とその親/
15組（先着順）▽入場料＝無料▽申し込み＝あす16日９時
から電話で中央図書館へ
問□中央図書館�59－４６４６

に
ぎ
わ
う
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
会
場

Vol.3 縄文人はエコロジスト
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9
月
21
日
〜
30
日

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

流山の文化財 


